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が
逃
げ
ま
ど
い
、
死
亡
す
る

こ
と
も
あ
る
。
船
、
車
も
流

れ
て
く
る
。
人
命
を
大
事
に

考
え
た
答
申
で
は
な
い
。
皆

に
聞
い
て
も
お
か
し
い
と
い

う
意
見
が
あ
る
。
「
議
会
が

よ
う
決
め
ん
」
「
丸
投
げ
」

と
い
う
発
言
が
新
聞
報
道
さ

れ
た
。

　

洗
脳
さ
れ
た
意
見
が
町
民

の
中
に
あ
る
。
そ
れ
を
町

長
・
企
画
課
は
行
政
懇
談
会

で
、
こ
ん
な
話
が
あ
っ
た
と

当
て
つ
け
の
よ
う
な
話
を
す

る
。
み
ん
な
は
近
く
に
い
て

助
か
り
た
い
、
あ
ん
な
遠
い

所
に
行
っ
て
ど
う
す
る
の
か

と
い
う
考
え
は
あ
る
。

　

久
礼
中
学
校
東
側
に
決
ま

ろ
う
と
し
て
い
る
が
、
用
地

問
題
の
住
民
合
意
も
得
ら
れ

て
な
い
中
、
決
議
を
す
る
の

は
時
期
尚
早
だ
。
地
元
、
地

主
を
固
め
る
べ
き
だ
。

　

賛
成
で
き
な
い
。

幾
つ
か
の
候

補
地
が
出
さ
れ
、
そ
れ
を
選

択
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
に

な
っ
た
。
保
育
所
を
笹
場
小

学
校
へ
と
い
う
提
案
も
あ
っ

た
。
執
行
部
か
ら
（
笹
場
小

学
校
の
）
休
校
の
話
も
あ
っ

■
提
案
理
由
説
明

　

８
月
20
日

の
全
員
協
議
会
で
、
中
学
校

東
側
に
人
工
地
盤
を
建
設
す

る
方
式
で
新
庁
舎
を
建
設
し

た
い
と
（
町
長
か
ら
）
説
明

を
受
け
た
。
こ
れ
を
受
け
、

地
震
津
波
対
策
調
査
特
別
委

員
会
と
し
て
も
協
議
を
行
い
、

９
月
５
日
の
委
員
会
に
お
い

て
久
礼
中
学
校
東
側
を
候
補

地
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

こ
の
決
定
を
議
会
と
し
て
決

議
す
る
も
の
だ
。

▽
反
対
討
論

久
礼
中
学
校

東
側
の
場
合
、
復
旧
、
復
興

に
都
合
が
よ
い
と
答
申
さ
れ

て
い
る
。
平
た
く
言
え
ば
、

後
片
付
け
に
都
合
が
い
い
。

　

発
災
直
後
は
多
く
の
住
民

平
成
25
年
　
中
土
佐
町
議
会

9
月
定
例
会
議
審

案
議

議会案も久礼中学校東側に

庁舎建設位置
の意思を問う 住民投票回避へ

久
礼
中
学
校
東
側
を

新
庁
舎
建
設
の
候
補

地
と
す
る
決
議

建設候補地となっている久礼中学校東側

新中土佐庁舎のイメージ図（案）

中
城
重
則
委
員
長

　

平
成
25
年
９
月
定
例
会
は
９
月
４
日
開
会
し
、
町
長
の
行
政
報
告
（
Ｐ

13
）
議
案
の
提
案
理
由
説
明
、
各
常
任
委
員
会
の
活
動
報
告
（
P
10
・

11
）
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

５
日
に
は一般
質
問
（
Ｐ
５
か
ら
関
連
記
事
）
が
行
わ
れ
、
５
人
の
議
員

が
執
行
部
の
考
え
を
質た

だ

し
ま
し
た
。

　

11
日
に
は
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
専
決
処
分
（
非
常
勤
の
特

別
職
の
職
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の一
部
改
正
）
を
承

認
し
「
平
成
24
年
度
各
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
」
は
総
務
常
任
委

員
会
に
付
託
し
ま
し
た
。
執
行
部
提
出
の
議
案
で
は
「
税
条
例
の一
部
を

改
正
す
る
条
例
」
な
ど
５
件
の
条
例
案
を
可
決
、「
平
成
25
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
」
な
ど
７
件
の
予
算
案
、
そ
の
他
「
久
礼
八
幡
宮
修
復
工
事

請
負
契
約
の
締
結
」
な
ど
５
件
、
計
17
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

各
委
員
会
か
ら
は
「
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
の一部
を
改
正
す
る
条

例
」
な
ど
５
件
の
議
案
等
が
提
出
さ
れ
、
す
べ
て
を
可
決
し
ま
し
た
。
こ

の
中
で
、
地
震
津
波
対
策
調
査
特
別
委
員
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
「
久
礼

中
学
校
東
側
を
中
土
佐
町
役
場
中
土
佐
庁
舎
の
新
庁
舎
建
設
場
所
の
候

補
地
と
し
て
提
案
す
る
決
議
（
案
）」
が
可
決
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
建

設
候
補
地
が
執
行
部
案
と一
致
し
た
こ
と
か
ら
、
庁
舎
建
設
位
置
の
意
思

を
問
う
住
民
投
票
は
、
現
時
点
で
は
回
避
さ
れ
る
方
向
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
他
議
案
の
審
議
で
は
「
新
大
野
見
ト
ン
ネ
ル
の
整
備
促
進
を
求
め

る
陳
情
書
」
な
ど
陳
情
２
件
を
採
択
し
ま
し
た
。

　

12
日
〜
26
日
ま
で
の
休
会
を
は
さ
み
再
開
さ
れ
た
27
日
の
会
議
（
こ
れ

ま
で
は
臨
時
会
）
で
は
「
第
１
号
津
波
避
難
タ
ワ
ー
整
備
工
事
請
負
契

約
の
締
結
」
ほ
か
１
件
の
契
約
議
案
を
可
決
。「
危
険
な
交
差
点
の
改

良
・
改
善
に
関
す
る
請
願
書
」
を
採
択
し
、
再
度
、
休
会
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
の
９
月
定
例
会
は
、
通
年
議
会
の
試
行
の
前
段
と
し
て
、
会
期
は
11

月
29
日
ま
で
と
な
って
お
り
、
必
要
に
応
じ
会
議
が
再
開
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

永
森
敏
文
議
員

竹
内
玉
男
議
員

　

「
久
礼
中
学
校
東
側
を
中

土
佐
町
役
場
中
土
佐
庁
舎
の

新
庁
舎
建
設
場
所
の
候
補

地
と
し
て
提
案
す
る
決
議

（
案
）
」
は
、
地
震
津
波
対

策
調
査
特
別
委
員
会
の
決
定

を
受
け
、
当
委
員
会
か
ら
提

出
さ
れ
た
。

　

中
城
委
員
長
の
提
案
理
由

説
明
の
後
、
議
員
か
ら
は
地

元
関
係
者
の
合
意
に
関
す
る

質
疑
が
出
さ
れ
た
。
質
疑
の

後
、
竹
内
玉
男
議
員
・
永
森

敏
文
議
員
が
反
対
、
林
勇
作

議
員
が
賛
成
の
討
論
を
行
っ

た
。

　

討
論
の
後
、
採
決
が
行
わ

れ
、
賛
成
６
・
反
対
３
で
可

決
さ
れ
た
。
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久礼中学校東側を議会案とすることが決まった地震津波対
策調査特別委員会（９月５日）

た
。
こ
の
案
も
提
案
し
た
が
、

（
久
礼
中
学
校
東
側
、
町
民

ふ
れ
あ
い
公
園
付
近
、
元
の

山
の
造
成
の
３
案
に
）
決

ま
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

（
案
と
し
て
）
入
れ
て
も
ら

え
な
か
っ
た
。

　

元
の
山
を
切
る
提
案
も
し

た
が
、
場
所
を
特
定
し
決
定

し
て
争
う
よ
う
な
事
態
に

な
っ
て
い
な
い
。
だ
か
ら

（
委
員
会
で
は
）
選
択
肢
の

中
に
私
の
提
案
が
な
い
の
で

賛
成
・
反
対
と
い
う
こ
と
が

で
き
な
い
の
で
棄
権
さ
せ
て

も
ら
っ
た
。

　

委
員
会
で
決
定
さ
れ
た
こ

と
を
本
会
議
へ
出
し
て
進
め

て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、
別

の
形
を
と
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
形
が
決
議
と
す
れ
ば

そ
れ
で
よ
い
。
自
分
の
選
択

肢
が
な
い
も
の
に
決
ま
っ
た

か
ら
賛
成
す
る
と
い
う
立
場

は
と
れ
な
い
。
委
員
会
で
決

ま
っ
た
こ
と
は
事
実
だ
が
、

あ
え
て
そ
れ
を
決
議
す
る
必

要
は
な
い
。
反
対
す
る
。

▼
賛
成
討
論

当
初
、
住
民

投
票
に
賛
成
し
て
い
た
が
、

多
数
決
で
決
ま
っ
た
こ
と
は

尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

竹
内
議
員
は
、
（
質
疑
の

中
で
）
「
報
道
さ
れ
る
と
決

ま
る
」
「
地
権
者
、
地
元
の

同
意
が
な
い
中
で
や
る
の
は

無
謀
だ
」
と
述
べ
ら
れ
た
が
、

住
民
投
票
を
や
ら
な
い
こ
と

を
確
認
し
て
決
定
し
た
。
多

数
決
で
決
ま
っ
た
こ
と
は

粛
々
と
、
反
対
を
し
て
い
て

も
賛
成
の
立
場
で
や
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
と
考
え
た
。

　

９
月
４
日
に
中
城
委
員
長

は
「
議
員
か
ら
久
礼
中
学
校

東
側
、
町
民
ふ
れ
あ
い
公
園

周
辺
、
元
の
山
の
造
成
の
３

か
所
が
提
案
さ
れ
た
。
５
日

の
会
議
で
候
補
地
を
１
つ
に

絞
り
込
み
決
定
を
し
た
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
候
補
地
の

用
地
交
渉
等
は
決
定
し
た
も

の
で
な
い
の
で
、
あ
く
ま

で
候
補
地
案
と
い
う
こ
と

だ
。
」
と
報
告
し
た
。

　

１
本
に
す
る
こ
と
は
、
間

違
い
な
く
決
定
し
て
い
る
。

そ
れ
は
あ
く
ま
で
候
補
地
案

と
い
う
こ
と
で
、
問
題
は
出

て
く
る
。
そ
れ
を
い
か
に
議

会
と
執
行
部
が
１
つ
に
な
っ

て
解
決
し
て
い
く
か
と
い
う

こ
と
が
、
今
求
め
ら
れ
て
い

る
。
今
、
も
め
て
い
る
と
き

で
は
な
い
。

　

議
会
で
可
決
さ
れ
た
以
上
、

町
の
重
要
課
題
で
あ
る
の
で
、

住
民
の
命
を
守
る
と
い
う
観

点
か
ら
、
久
礼
中
学
校
東
側

で
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
立
場
か
ら
賛
成
す
る
。

　

平
成
25
年
度
中
土
佐
町
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
２

号
）
は
、
水
産
加
工
施
設
関

係
５
０
０
０
万
円
、
消
防
署

・
保
育
所
移
転
関
係
１
１
８

２
万
円
な
ど
３
億
４
１
６
０

万
円
が
追
加
さ
れ
た
。
こ
の

結
果
、
平
成
25
年
度
一
般
会

計
予
算
は
68
億
５
８
９
９
万

円
と
な
っ
た
。

　

議
員
か
ら
は
、
水
産
加
工

施
設
の
経
営
や
雇
用
、
安
心

生
活
創
造
推
進
事
業
の
委
託

料
な
ど
各
種
事
業
に
つ
い
て

の
質
疑
が
出
さ
れ
た
が
、
討

論
は
な
く
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
た
。

林
　
勇
作
議
員

一
般
会
計
補
正
予
算

安
心
生
活
創
造
推
進
事
業

　
孤
立
死
、
虐
待
な
ど
を
発

生
さ
せ
な
い
地
域
づ
く
り
を

目
指
す
事
業
。

新庁舎建設場所の候補地一本化の経緯
　８月 20 日に開催された全員協議会において、町長
から庁舎等建設調査審議委員会の答申のとおり、久
礼中学校東側に新庁舎を建設したいとの報告を受け
ました。
　これを受け、同日、地震津波対策調査特別委員会（全
議員が委員）が開催され、住民投票の選択肢を決め
るうえでの前提条件となる選択肢の絞り込み方など
今後の会議の進め方について、委員長から提案され
ました。
　８月 28 日には、今までに執行部が調査検討した地
点、現庁舎の耐震化、大野見庁舎の活用など議員か
ら出された意見の中から、久礼中学校東側・町民ふ
れあい公園周辺・元の山の造成の３か所の中から消
去法により選択肢を絞り込むことになりました。
　そして９月５日、選択肢の絞り込みが行われました。
　１回目は久礼中学校東側３人（松下委員・柴田委員・
政岡委員）、町民ふれあい公園周辺３人（林委員・山
中委員・竹内委員）、元の山の造成２人（本井委員・
岡委員）となり消去法により、まず元の山の造成が
消去されました。（中城委員は委員長のため加わらず、
永森委員は自分の考える選択肢の提案方法が選ばれ

なかったため、選択肢がないとの理由で退席）
　２回目は、１回目に元の山の造成を支持した２人
が、久礼中学校東側の支持に回ったため、委員の過
半数の５人が支持することになった久礼中学校東側
を議会案とすることに決定しました。
　決定後、委員から、この決定を本会議で決議する
よう提案があり「久礼中学校東側を中土佐町役場中
土佐庁舎の新庁舎建設場所の候補地として提案する
決議（案）」が、９月 11 日に本会議に提出されました。
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中
土
佐
町
行
政
評
価
委
員

会
条
例
は
、
町
の
行
う
事
務

事
業
に
つ
い
て
、
廃
止
・
継

続
な
ど
の
評
価
を
行
う
委
員

会
を
設
置
す
る
も
の
だ
。

　

議
員
か
ら
は
委
員
の
公
募

な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
出
さ

れ
た
。
質
疑
の
後
、
永
森
敏

文
議
員
が
反
対
討
論
を
行
っ

た
が
、
採
決
の
結
果
、
賛
成

多
数
（
賛
成
６
・
反
対
３
）

で
可
決
さ
れ
た
。

▽
反
対
討
論

条
例
を
作
る

こ
と
に
反
対
を
す
る
も
の
で

は
な
い
。
公
募
し
て
意
見
の

あ
る
人
に
委
員
に
な
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
大
事
だ
。
公
明

正
大
に
行
政
の
評
価
を
い
た

だ
く
た
め
公
募
と
い
う
形
を

と
る
べ
き
だ
。
こ
の
こ
と
を

整
備
し
て
か
ら
、
再
提
案
を

し
て
も
ら
い
た
い
。
今
回
の

こ
の
提
案
に
は
反
対
す
る
。

改良の要望が出された国道56号と町道川崎線の交差点

津波避難タワーの完成予想図

　

南
部
昭
雄
氏
（
大
野
見
）

を
含
む
４
名
の
方
か
ら
提
出

さ
れ
た
新
大
野
見
ト
ン
ネ
ル

の
整
備
促
進
を
求
め
る
陳
情

書
の
趣
旨
は
、
新
大
野
見
ト

ン
ネ
ル
は
現
時
点
で
は
難
し

い
と
い
う
県
の
対
応
だ
。
し

か
し
、
実
現
は
可
能
で
あ
り
、

実
現
す
る
た
め
に
、
今
ま
で

の
経
緯
を
踏
ま
え
長
期
に
わ

た
る
積
み
重
ね
が
必
要
で
あ

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
中
土

佐
町
議
会
が
将
来
に
向
か

い
、
常
に
新
ト
ン
ネ
ル
の
重

要
性
を
町
内
外
、
関
係
機
関

に
ア
ピ
ー
ル
し
最
終
的
に
は

新
ト
ン
ネ
ル
整
備
に
向
か
う

よ
う
求
め
る
も
の
だ
。

　

本
井
産
業
建
設
常
任
委
員

長
か
ら
は
「
こ
の
陳
情
を
将

来
に
向
か
っ
て
の
重
要
な
課

題
と
認
識
し
て
い
る
。
し
か

し
、
町
民
の
中
に
は
早
期
の

２
車
線
改
良
を
望
む
声
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
県
道
窪
川
中

土
佐
線
の
吉
野
か
ら
七
子
間

の
２
車
線
化
を
推
進
し
、
そ

の
工
事
完
了
後
の
対
応
と
す

る
と
い
う
意
見
を
付
し
て
採

択
す
る
も
の
と
し
て
全
会
一

致
で
決
定
し
た
」
と
い
う
審

議
結
果
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

議
員
か
ら
は
、
地
元
地
権

者
の
合
意
が
な
い
ま
ま
、
県

が
工
事
を
行
っ
て
い
る
こ
と

に
対
し
て
の
委
員
会
の
考
え

方
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
出

さ
れ
た
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結

果
、
賛
成
多
数
（
賛
成
８
・

反
対
１
）
で
委
員
長
の
報
告

の
と
お
り
採
択
さ
れ
た
。

　

「
平
成
24
年
度
（
繰
）
第

１
号
津
波
避
難
タ
ワ
ー
整
備

工
事
請
負
契
約
」
の
締
結
は
、

高
知
市
の
業
者
と
２
億
２
４

７
０
万
円
（
消
費
税
含
む
）

で
契
約
す
る
も
の
だ
。

　

議
員
か
ら
は
、
２
社
が
入

行
政
評
価
委
員
会

条
例

津
波
避
難
タ
ワ
ー
請

負
契
約
締
結

新
大
野
見
ト
ン
ネ
ル

の
整
備
促
進
を
求
め

る
陳
情
書

札
を
辞
退
し
た
理
由
等
に
つ

い
て
質
疑
が
出
さ
れ
た
。
質

疑
の
後
、
竹
内
玉
男
議
員
が

反
対
討
論
を
行
っ
た
が
、
賛

成
多
数（
賛
成
６
・
反
対
３
）

で
可
決
さ
れ
た
。

▽
反
対
討
論

昭
和
45
年
の

10
号
台
風
の
大
き
な
被
害
を

経
験
し
た
八
幡
前
の
方
や
、

海
を
知
り
尽
く
し
た
漁
師
が

沖
か
ら
来
る
津
波
に
向
か
っ

て
は
行
け
な
い
と
話
し
て
い

る
。
計
画
は
皆
さ
ん
の
理
解

を
得
て
い
る
と
言
っ
て
い
る

が
、
私
が
八
幡
前
を
中
心
に

話
を
聞
い
た
が
、
決
し
て
そ

う
で
は
な
い
。

　

防
潮
堤
の
外
に
造
る
こ
と

は
お
か
し
い
。
民
意
を
無
視

し
た
計
画
だ
。
賛
成
で
き
る

も
の
で
は
な
い
。

永
森
敏
文
議
員

竹
内
玉
男
議
員

津
波
避
難
タ
ワ
ー
の
財
源

　
１
号
津
波
避
難
タ
ワ
ー
（
ふ

る
さ
と
海
岸
に
建
設
）
は
、

財
源
の
ほ
と
ん
ど
が
借
入
金

で
す
が
、
こ
の
う
ち
７０
％
が
地

方
交
付
税
、
３０
％
が
高
知
県

の
交
付
金
で
措
置
さ
れ
、
理

論
上
で
は
町
の
負
担
は
あ
り

ま
せ
ん
。

危険な交差点の改良・改善に関する請願書 核兵器全面禁止の決断と行動を求める意見書
　請願の趣旨は、国道 56 号と町道川崎線の交差
点は見通しが悪く危険です。このため安全で安心
して通行できるよう国土交通省・高知県公安委員
会に対し、道路改良と信号機の改善をするよう働
きかけをしてほしいというものです。
　審議の結果、全会一致で「採択」と決定しま
した。

　意見書の内容は、日本が核兵器全面禁止のた
めの行動をとることは朝鮮半島の非核化のみなら
ず、日本と東アジアの平和と安全を促進するうえ
で重要となっています。ＮＰＴ再検討会議に向かっ
て核兵器のない世界への行動が直ちに開始され
る場となるよう日本政府に対し核兵器全面禁止の
決断と行動を求めるものです。
　９月１１日の会議で総務常任委員会から提出さ
れ審議の結果、これを可決し国に対し意見書を
提出しました。

ＮＰＴ再検討会議
　核拡散条約の運用状況を検討するため、平成
７年から５年ごとに開催されている会議。
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地
域
一
丸
の
要
望
で
も
あ

る
。

笹
場
地
区
内
の
歩

道
は
、
地
権
者
の
問
題
も
あ

り
理
解
を
得
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
ご

支
援
、
ご
協
力
も
得
な
が
ら

県
土
木
事
務
所
に
し
っ
か
り

と
力
強
い
要
望
を
続
け
た
い
。

防災対策を所管する総務課

地元から歩道の整備の要望がある笹場地区の県道中土佐佐賀線

所
信
を
問
う

一
般
質
問

　

一
般
質
問
で
は
、
防
災
対
策
や
庁
舎
等
移
転
な
ど
町
の

重
要
な
課
題
に
つ
い
て
、
５
人
の
議
員
が
執
行
部
の
考
え

を
質
し
ま
し
た
。

中城重則議員

業務量に見合った職員配置を

新庁舎移転に向け課の統廃合

職
員
数
の
減
少
に
対
し
業

務
量
は
増
加
し
て
お
り
、
臨

時
・
嘱
託
職
員
を
雇
用
し
事

業
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、

業
務
量
に
見
合
っ
た
職
員
配

置
は
。

　

町
民
生
活
に
影
響
し
、
取

り
組
み
が
急
が
れ
る
部
署
に

は
職
員
増
も
考
え
る
べ
き
で

は
。

今
後
、
専
門
職
を

採
用
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
中
土
佐
庁
舎
と
大

野
見
庁
舎
が
あ
り
非
常
に
効

率
が
悪
い
。
今
後
、
役
場
の

新
庁
舎
の
移
転
に
向
け
て
課

の
統
廃
合
も
行
い
な
が
ら
、

適
正
な
人
員
を
配
置
し
た
い
。

恒
常
的
な
残
業
や
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
等
の
健
康
問
題
が

心
配
さ
れ
て
い
る
。
そ
う

い
っ
た
こ
と
へ
の
配
慮
も
含

め
た
取
り
組
み
は
。

今
後
、
横
の
連
携

も
密
に
図
る
と
と
も
に
、
職

員
が
し
っ
か
り
と
働
け
る
現

場
を
つ
く
り
た
い
。
風
通
し

の
い
い
、
職
場
全
体
で
支
え

合
い
、
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
員
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
と
い
う
よ
う
な

考
え
方
で
や
っ
て
い
き
た
い
。

池
田
町
長

池
田
町
長

池
田
町
長

災
害
時
の
個
人
備
蓄
場
所

　
　

指
定
避
難
場
所
等
に
整
備
検
討

食
料
品
等
の
備
蓄
状
況
と

町
全
体
と
し
て
の
必
要
量
は
。

ア
ル
フ
ァ
米

約
７
０
０
０
食
、
保
存
水
約

１
２
０
０
リ
ッ
ト
ル
が
あ
る
。

国
の
防
災
基
本
計
画
が
見
直

さ
れ
、
家
庭
に
１
週
間
分
の

備
蓄
が
必
要
と
の
提
言
が

あ
っ
た
。
こ
れ
を
町
で
確
保

す
る
こ
と
は
難
し
い
。
目
標

備
蓄
を
３
日
分
と
定
め
計
画

的
に
確
保
に
努
め
た
い
。

今
後
、
施
設
の
整
備
の
と

き
な
ど
も
含
め
、
各
地
域
・

地
区
の
避
難
場
所
等
に
ス

ペ
ー
ス
が
あ
り
、
要
望
が
あ

れ
ば
備
蓄
品
の
個
人
保
管
場

所
の
確
保
を
考
え
て
は
。

１
か
所
だ
け

に
集
中
さ
せ
る
の
は
無
理
で

あ
り
、
指
定
避
難
場
所
に
は

備
蓄
所
を
構
え
た
い
。
自
主

防
災
組
織
等
に
よ
る
倉
庫
に

備
蓄
品
を
構
え
る
の
で
あ
れ

ば
、
今
後
、
建
築
す
る
と
き

に
は
検
討
し
た
い
。
ア
レ
ル

ギ
ー
対
策
の
問
題
も
あ
り
研

究
を
し
た
い
。

問問

問問 吉
岡
総
務
課
長

吉
岡
総
務
課
長

笹
場
の
歩
道
整
備
を

県
道
中
土
佐
佐
賀
線
の

笹
場
橋
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ

ン
ド
間
の
狭き

ょ
う
あ
い隘
部
分
で
、
車

両
の
行
き
違
い
の
際
、
自
転

車
や
歩
行
者
に
何
度
も
危
険

な
場
面
が
あ
っ
た
。
笹
場
～

小
草
間
の
歩
道
の
整
備
計
画

は
。

　

引
き
続
い
て
事
業
採
択
へ

向
け
て
の
取
り
組
み
を
。

問
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津波で住宅地が一面の更地となった宮城県名取市閖
ゆりあげ

上地区

岩手県住田町の応急仮設住宅 宮城県女川町の３階建応急仮設住宅

防
災
計
画
の
見
直
し

　
　

今
年
度
中
の
完
成
目
指
す

平
成
24
年
３
月
（
作
成
）

の
防
災
計
画
書
の
見
直
し
は
。

平
成
25
年
度

中
の
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

中
身
を
一
部
変
更
し
て
の
作

成
に
な
ろ
う
と
思
う
。

現
時
点
の
計
画
書
の
被
害

想
定
で
は
、
旧
中
土
佐
町
分

で
揺
れ
・
火
災
・
崖
崩
れ
・

液
状
化
・
津
波
に
よ
る
被
害

（
建
物
）
で
６
６
１
７
棟
、

全
建
物
の
75
・
７
％
。
旧
大

野
見
村
で
は
４
９
１
棟
、
18

％
。
人
的
被
害
が
旧
中
土
佐

町
で
３
０
７
人
、
旧
大
野
見

村
で
９
人
、
合
計
３
１
６
人

問問

永森敏文議員

が
亡
く
な
る
と
想
定
さ
れ
て

い
る
が
積
算
の
内
容
は
。

今
の
計
画
は
、

平
成
16
年
に
県
が
発
表
し
た

被
害
想
定
に
基
づ
い
て
作
成

を
し
て
お
り
、
そ
の
中
身
に

つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
。

　

被
害
想
定
を
市
町
村
で
作

る
と
な
る
と
、
想
定
す
る
と

い
う
の
は
な
か
な
か
厳
し
い

も
の
が
あ
り
、
県
に
頼
っ
て

い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

災害時の応急仮設住宅用地

12万2320㎡が不足

住
宅
を
失
い
、
ま
た
は

破
損
等
の
た
め
居
住
で
き
な

く
な
っ
た
被
災
者
の
う
ち
、

自
己
資
力
で
住
宅
の
再
建
ま

た
は
応
急
修
理
の
で
き
な
い

者
が
い
る
。
応
急
仮
設
住
宅

を
災
害
の
発
生
か
ら
20
日
以

内
に
着
工
し
２
年
間
は
貸
す

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る

が
、
こ
れ
を
作
る
に
あ
た
っ

て
用
地
等
は
検
討
さ
れ
て
い

る
の
か
。

中
土
佐
町
に

お
い
て
は
最
大
級
の
地

震
、
レ
ベ
ル
２
が
発
生
し
た

場
合
、
建
築
面
積
と
し
て

12
万
２
３
２
０
㎡
が
不
足
す

る
想
定
と
な
っ
て
い
る
。

問

12
万
㎡
と
は
、
12
ヘ
ク

タ
ー
ル
、
１
０
０
ｍ
角
が
12

か
所
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

東
北
の
震
災
か
ら
考
え
て
も

浸
水
地
域
以
外
に
そ
う
い
う

部
分
の
確
保
は
難
し
い
と
思

う
が
、
ど
の
よ
う
に
手
当
て

す
る
考
え
か
。

町
と
し
て
は

現
在
そ
の
必
要
面
積
を
確
保

す
る
た
め
の
検
討
を
し
て
い

る
が
、
確
保
が
難
し
い
の
が

現
状
で
あ
る
。
今
後
は
大
野

見
の
農
地
と
か
近
隣
市
町
村

と
の
協
力
等
を
考
え
て
検
討

し
て
い
る
。

問

吉
岡
総
務
課
長

吉
岡
総
務
課
長

吉
岡
総
務
課
長

吉
岡
総
務
課
長

レ
ベ
ル
２

　
発
生
の
確
率
は
極
め
て
低

い
が
、
最
新
の
科
学
的
知
見

に
基
づ
く
最
大
ク
ラ
ス
の
地

震
・
津
波

レ
ベ
ル
1

　
東
日
本
大
震
災
以
前
に
想

定
さ
れ
て
い
た
規
模
で
、
発
生

頻
度
の
高
い
と
さ
れ
て
い
る
地

震
・
津
波
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町
長
の
動
向
は

町
長
の
活
動
と
行
政
姿
勢

は
、
ど
の
よ
う
に
町
民
へ
の

周
知
を
図
っ
て
い
る
か
。

私
の
月
間
、
年
間

の
行
動
記
録
は
、
住
民
の
皆

さ
ん
に
そ
の
詳
細
な
説
明
は

し
て
い
な
い
。
毎
月
発
行
の

町
の
広
報
紙
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
に
皆
さ
ん
の
ご
要
望

が
あ
れ
ば
、
早
速
来
月
か
ら

し
っ
か
り
と
記
載
し
て
お
知

ら
せ
し
た
い
。

笹
場
小
学
校
は
現
在
６
年

生
が
２
名
、
５
年
生
が
１
名

の
合
計
３
名
。
来
年
の
新
学

期
に
入
学
予
定
の
児
童
１
名

が
よ
そ
の
学
校
に
行
く
と
在

校
生
は
１
名
と
な
る
。今
後
、

児
童
数
の
増
加
も
見
込
ま
れ

な
い
現
状
で
は
、
児
童
の
た

め
に
も
、
地
元
と
協
議
を
し

て
人
数
の
多
い
学
校
に
行
か

す
手
だ
て
を
、
今
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

次
年
度
児
童
数

１
名
で
学
校
教
育
を
実
施
す

る
こ
と
は
、
学
校
に
学
び
合

い
の
機
会
が
な
く
な
る
と
い

う
こ
と
で
、
大
変
厳
し
い
と

考
え
て
い
る
。
教
育
委
員
会

と
し
て
は
、
笹
場
小
学
校
児

童
数
の
推
移
、
現
在
の
児
童

の
様
子
、
学
校
現
場
の
意
見

等
さ
ま
ざ
ま
な
点
か
ら
検
討

し
て
お
り
、
25
年
度
を
も
っ

て
休
校
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
と
判
断
し
て
い
る
。

行
政
の
長
と
し
て

は
、
子
ど
も
の
将
来
を
考
え

た
と
き
、
私
は
来
年
度
は
休

校
と
い
う
方
向
が
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
る
。

し
尿
処
理
施
設
事
業
の
進
捗

は
高
幡
東
部
清
掃
組
合
の
し

尿
処
理
施
設
の
事
業
の
進し

ん
ち
ょ
く捗

状
況
は
。

28
年
の
４
月
に
稼

働
開
始
と
い
う
目
標
で
、
現

在
鋭
意
取
り
組
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
最
終
段
階
で
、
地

権
者
の
ご
理
解
を
い
た
だ
け

な
い
方
が
出
て
当
初
の
計
画

の
18
ｍ
（
土
地
の
高
さ
）
案

が
今
頓と

ん
ざ挫
を
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
高
幡
東
部
清
掃

組
合
一
部
事
務
組
合
を
構
成

す
る
須
崎
市
、
津
野
町
、
中

土
佐
町
、
こ
の
３
市

町
の
首
長
・
議
長
６

名
で
協
議
の
結
果
、

当
初
の
予
定
の
18
ｍ

案
で
は
な
く
、
現
在

の
し
尿
処
理
施
設
の

背
後
地
、
こ
れ
は
高

幡
東
部
清
掃
組
合
が

所
有
す
る
土
地
で
、

そ
こ
へ
新
た
に
建
設

を
す
る
と
い
う
状
況

に
な
っ
て
い
る
。
工

費
は
22
億
円
で
あ
る
。

来年度は在校生が１名になることが見込まれる笹場小学校の内部

し尿処理施設の建設が予定されている現施設の裏側の用地

笹
場
小
学
校
の
在
校
生
が
１
名
に

　

教
育
長

　

町　

長
「
来
年
度
休
校
が
望
ま
し
い
」

久礼新港の
水産物加工施設

鰹以外の魚にも付加価値

新
港
背
後
地
事
業
の
加
工

場
（
５
千
万
円
）
の
事
業
展

開
は
。

新
港
は
久
礼
の
漁

民
だ
け
で
な
く
中
土
佐
町
、

特
に
水
産
業
振
興
の
た
め
の

中
心
的
な
基
地
で
あ
る
。
カ

ツ
オ
等
の
加
工
場
を
現
在
の

久
礼
漁
協
の
横
、
ス
ラ
リ
ー

問

ア
イ
ス
研
究
所
の
横
に
造
っ

て
っ
て
い
く
。
た
た
き
以
外

に
も
レ
ン
コ
ダ
イ
、
ウ
ル
メ
、

メ
ジ
カ
、
そ
う
い
っ
た
季
節

的
な
魚
、
そ
し
て
あ
ま
り
市

場
に
は
高
値
で
出
回
っ
て
い

な
い
魚
種
、
こ
う
い
っ
た
も

の
に
ど
う
付
加
価
値
を
つ
け

て
売
る
か
と
い
う
こ
と
も
重

要
で
あ
る
。

冷
風
乾
燥

機
・
冷
凍
庫
を
入
れ
て
、
漁

協
と
一
緒
に
な
っ
て
商
品
加

工
し
て
い
き
た
い
。

問

池
田
町
長

池
田
町
長

林　勇作議員

問

問

竹
邑
水
産
商
工
課
長

池
田
町
長

池
田
町
長

中
城
教
育
長
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土
地
の
契
約

は
平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で
。

返
還
な
り
の
場
合
に
は
双
方

１
年
前
か
ら
協
議
を
す
る
。

新
た
な
利
活
用
に

つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
と
議
論

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

移
転
後
の
保
育
所
は

久
礼
保
育
所
の
解
体
取
り

壊
し
は
で
き
る
か
。
高
台
移

転
を
す
る
と
き
、
資
材
を
再

利
用
し
た
高
台
へ
の
再
築
は

で
き
る
か
。
で
き
る
な
ら
更さ

ら

地ち

に
な
る
が
、
跡
地
利
用
は
。

解
体
、
取
り
壊

し
は
可
能
で
あ
る
。
解
体
後

の
資
材
を
再
利
用
し
た
高
台

へ
の
再
築
は
取
り
壊
し
の
承

認
を
受
け
る
際
に
、
承
認
を

得
る
必
要
が
あ
る
。

　

予
定
地
の
問
題
等
が
あ
り
、

解
体
で
は
な
く
、
現
在
の
建

物
を
教
育
施
設
等
と
し
て
再

利
用
を
検
討
す
る
ほ
う
が
適

切
で
は
な
い
か
。
更
地
に
す

る
な
ら
利
活
用
の
具
体
的
な

協
議
を
始
め
、
決
定
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

予算書作成方法は法令違反

町執行部 法令を遵守して作成

副
町
長
文
書
は
虚き

ょ
ぎ偽
の
公

文
書
で
違
法
で
あ
る
。
市
町

村
振
興
課
は
副
町
長
文
書
の

池
上
元
総
務
課
長
補
佐
（
平

成
20
年
度
か
ら
22
年
度
ま
で

高
知
県
庁
か
ら
中
土
佐
町
総

務
課
へ
派
遣
）
説
明
を
鵜う

呑の

み
に
し
、
総
務
省
も
間
違
っ

問

竹内玉男議員

た
県
の
説
明
を
鵜
呑
み
に
し

て
い
る
。

　

副
町
長
は
法
律
に
基
づ
か

な
い
事
務
を
す
る
か
ら
物
事

に
一
貫
性
が
な
く
話
に
な
ら

な
い
。
予
算
編
成
は
法
令
等

に
基
づ
き
作
成
す
べ
き
だ
が

各
担
当
課
長
、
次
長
の
考
え

は
。

総
務
省
の
回

答
の
と
お
り
、
特
別
会
計
予

算
を
作
成
し
て
お
り
、
法
令

に
遵じ

ゅ
ん
し
ゅ守
し
て
事
務
を
行
っ
て

い
る
。

所
管
す
る

特
別
会
計
の
財
源
は
法
令
を

遵
守
し
、
そ
の
使
途
を
考
慮

し
計
上
し
て
い
る
。介

護
保
険

特
別
会
計
の
ど
の
経
費
に
も

充
当
で
き
る
一
般
財
源
と
し

て
、
一
般
会
計
に
準
じ
計
上

し
て
い
る
。

住
宅
新
築
資

金
貸
付
金
特
別
会
計
に
お
い

て
、
一
般
財
源
と
特
定
財
源

の
分
類
は
、
使
途
を
考
慮
し

な
が
ら
判
断
し
て
お
り
法
令

を
遵
守
し
て
い
る
。

移転が検討されている中土佐町役場中土佐庁舎

役
場
庁
舎
建
設

地
主
･
地
元
関
係
者
の
合
意

　
　
　

す
べ
て
の
了
解
は
ま
だ

町
長
は
全
員
協
議
会
で

「
審
議
委
員
会
の
答
申
を
尊

重
し
高
台
に
庁
舎
を
造
っ
て

い
く
方
向
で
進
み
た
い
」
と

述
べ
た
。
企
画
課
長
か
ら
は
、

「
２
名
の
地
権
者
に
説
明
し

た
が
現
時
点
で
売
る
と
か
売

ら
ん
と
か
の
確
実
な
返
事
は

も
ら
っ
て
い
な
い
」
と
の
報

告
が
あ
っ
た
。
ま
ず
地
主
、

地
元
関
係
者
の
合
意
が
必
要

で
あ
る
。
地
権
者
、
周
辺
関

係
者
の
合
意
は
。周

辺
住
民
へ

は
、
伊
屋
北
の
上
沢
地
区
、

土
居
の
住
民
７
世
帯
の
家
を

全
部
訪
問
し
て
審
議
委
員
会

の
答
申
内
容
を
説
明
し
た
。

す
べ
て
の
了
解
を

得
た
も
の
で
は
な
い
。

平
田
企
画
課
長

池
田
町
長

中
城
教
育
長

移
転
後
の
現
庁
舎
は

現
庁
舎
は
民
地
を
借
り
て

い
る
。
継
続
し
て
借
り
る
の

か
。
契
約
は
。

問

問

池
田
町
長

問

吉
岡
総
務
課
長

多
田
町
民
環
境
課
長

今
橋
健
康
福
祉
課
長

吉
岡
教
育
次
長

平
田
企
画
課
長
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干
害
対
策
は

干
害
対
策
は
、
集
落
、
水

利
組
合
の
む
つ
み
が
壊
れ
る

状
況
も
あ
っ
た
と
思
う
が
、

認
識
し
て
い
る
か
。

農
家
、
水
利

組
合
の
水
不
足
は
、
そ
れ
ぞ

れ
で
対
応
し
て
頂
い
て
い
る
。

ご
指
摘
の
件
は
、
関
係
者
で

調
整
・
協
議
し
た
。

ご
指
摘
の
件
に
関

し
て
は
、
私
は
承
知
し
て
い

な
い
。

不
登
校
、
ひ
き
こ
も
り
対

策
に
つ
い
て
聞
く
。
新
聞
・

テ
レ
ビ
等
で
い
じ
め
、
虐
待

報
道
が
絶
え
な
い
。
中
土
佐

町
は
ど
ん
な
状
況
か
。
不
登

校
の
背
景
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ

ー
カ
ー
の
役
割
は
。
そ
し
て

学
力
問
題
、
学
力
テ
ス
ト
、

中
土
佐
検
定
は
。

平
成
24
年
度
、

数
名
い
る
。
発
生
率
は
1
・

4
パ
ー
セ
ン
ト
で
県
の
半
分

ほ
ど
だ
。
平
成
25
年
度
、
改

善
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
、

1
・
1
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
と

思
っ
て
い
る
。
不
登
校
の
理

中土佐町内の不登校

平成24年度は数名

山中英男議員

500万円の設計監理委託料が計上された水産物加工施設の建設予定地

干害の被害が出ている現地（道ノ川）

中
城
教
育
長

中
土
佐
町
が
発
注
す
る
工

事
、
設
計
監
理
委
託
費
、
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
料
に
つ
い
て

聞
く
。
工
事
の
何
パ
ー
セ
ン

ト
位
か
。
主
な
委
託
先
、
会

社
名
、
指
名
は
。
８
月
20
日
、

水
産
商
工
課
よ
り
説
明
の

あ
っ
た
水
産
加
工
施
設
の
委

託
費
、
事
業
費
に
つ
い
て
再

度
問
う
。
10
パ
ー
セ
ン
ト
は

高
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

委
託
料
の
設

計
業
者
、
業
者
名
は
こ
こ
で

は
出
せ
な
い
。
入
札
結
果
は

総
務
課
で
閲
覧
で
き
る
。
指

名
は
、
指
名
願
い
を
勘
案
し

副
町
長
の
決
裁
で
決
め
る
。

５
０
０
０
万
を
超
え
る
分
は
、

町
長
の
決
裁
に
な
る
。

設
計
費
３

０
０
万
、
監
理
費
２
０
０
万
、

合
わ
せ
て
５
０
０
万
を
計
上
。

池
田
町
長

問

由
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が

重
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
ほ

と
ん
ど
で
、
教
員
・
友
達
と

の
ト
ラ
ブ
ル
、
い
じ
め
が
原

因
に
な
っ
た
も
の
は
少
な
い
。

支
援
体
制
に
つ
い
て
は
、
担

任
を
中
心
に
、
定
期
的
に
協

議
、
家
庭
訪
問
を
し
な
が
ら
、

児
童
・
生
徒
・
保
護
者
へ
の

支
援
を
し
て
い
る
。
厳
し
い

事
例
に
つ
い
て
は
、
教
育
相

談
員
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
教
育
支
援
員
が
連
携

し
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
。

学
力
テ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、

特
別
な
事
情
が
な
い
限
り
、

全
員
が
受
け
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
当
日
、

参
加
で
き
な
い

子
ど
も
も
当
然

い
る
が
、
そ
の

場
合
、
学
力
テ

ス
ト
は
受
け
て

い
な
い
。

　

中
土
佐
検
定

は
、
今
年
試
行
、

中
学
３
校
で
行

っ
て
い
る
。
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を

実
施
す
る
こ
と

が
困
難
な
子
ど

も
は
免
除
し
て

い
る
。

問

高
す
ぎ
る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
料

　
　

副
町
長
・
町
長
が
決
裁

吉
岡
総
務
課
長

竹
邑
水
産
商
工
課
長

主
体
工
事
、
母
屋
、
差
し
掛

け
、
浄
化
槽
等
含
め
、
２
６

８
０
万
、
附
帯
工
事
６
０
０

万
、
合
計
４
５
０
０
万
と
な

る
。

問山
添
農
林
課
長
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総
務
常
任
委
員
会
の
活
動
報
告

委
員
長　

永　

森　

敏　

文

教
育
民
生
常
任
委
員
会
の
活
動
報
告

委
員
長　

柴　

田　

皓　

司

　

財
政
、
公
有
財
産
、
職
員

に
つ
い
て
、
多
岐
に
わ
た
っ

て
審
査
、
勉
強
を
さ
せ
て
も

ら
っ
た
。

　

財
政
に
つ
い
て
は
、
今
後
、

大
型
事
業
の
計
画
さ
れ
て
い

る
中
で
、
起
債
（
借
金
）
の

償
還
と
い
う
こ
と
を
十
分
考

慮
し
て
取
り
組
ん
で
も
ら
い

た
い
。

　

公
有
財
産
に
つ
い
て
は
、

指
定
管
理
、
ま
た
町
有
財
産

の
貸
与
は
、
そ
の
施
設
の
設

置
目
的
と
い
う
も
の
が
別
に

制
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
目

的
に
沿
っ
た
管
理
、
施
設
運

営
が
で
き
て
い
な
い
と
い
う

部
分
が
見
受
け
ら
れ
る
。
目

的
を
は
っ
き
り
し
て
管
理
を

す
べ
き
で
あ
る
と
指
摘
を
し

た
。
こ
の
中
で
地
域
資
源
活

用
型
総
合
交
流
促
進
施
設

（
ご
ま
ん
と
）
が
、
半
年
ほ

ど
閉
め
ら
れ
て
い
た
。
そ
の

後
の
活
動
を
見
て
も
、
地
域

振
興
の
た
め
と
い
う
目
的
に

は
ほ
ど
遠
い
も
の
だ
。
今
後

そ
の
改
善
を
求
め
る
。
受
託

　

休
校
中
の
矢
井
賀
小
学
校

及
び
廃
校
と
な
っ
た
大
野
見

北
小
学
校
の
校
舎
等
の
利
活

用
の
現
況
及
び
利
用
計
画
等

に
関
す
る
調
査
、
笹
場
小
学

校
に
関
す
る
調
査
を
行
っ
た
。

　

矢
井
賀
小
学
校
、
旧
大
野

見
北
小
学
校
の
調
査
で
は
、

両
小
学
校
で
活
動
す
る
「
蜑あ

ま

の
里
や
い
か
」
、
大
野
見
北

地
区
振
興
会
に
よ
る
利
活
用

の
状
況
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
た
。

　

矢
井
賀
小
学
校
は
、
「
蜑

の
里
や
い
か
」
が
毎
月
第
２
、

第
５
を
除
く
土
曜
日
に
モ
ー

ニ
ン
グ
喫
茶
、
奇
数
月
に
居

酒
屋
、
ピ
ザ
焼
き
な
ど
の
体

験
交
流
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
や

役
員
会
、
各
種
会
議
な
ど
に

利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

旧
大
野
見
北
小
学
校
は
、

大
野
見
北
地
区
振
興
会
が
毎

月
第
２
日
曜
日
の
モ
ー
ニ
ン

グ
喫
茶
や
不
定
期
に
行
わ
れ

る
北
酒
場
、
ま
た
各
種
会
議

や
敬
老
会
な
ど
に
利
用
さ
れ

て
い
る
。
健
康
体
操
な
ど
に

者
と
の
協
議
も
計
画
し
て
い

る
。

　

地
力
増
進
施
設
（
堆
肥
セ

ン
タ
ー
）
で
製
造
さ
れ
る
堆

肥
に
は
、
補
助
金
を
出
し
て

販
売
を
し
て
い
る
。
経
理
を

提
示
せ
よ
と
求
め
た
が
、
事

業
者
に
提
出
さ
せ
て
い
な
い

と
い
う
こ
と
だ
。
も
う
け
が

あ
る
の
か
赤
字
な
の
か
と
い

う
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
経

理
は
明
ら
か
に
す
べ
き
で
あ

る
と
指
摘
し
た
。
長
年
多
額

の
設
備
投
資
を
行
っ
て
き
て

い
る
。
使
用
料
と
設
備
投
資

費
用
が
同
じ
よ
う
な
金
額
で

あ
る
。
今
後
は
設
備
投
資
を

せ
ず
、
本
人
管
理
と
し
て
払

い
下
げ
等
自
主
管
理
の
方
向

に
向
け
て
進
め
て
い
く
よ
う

指
摘
し
た
。
担
当
課
か
ら
も
、

受
託
者
と
の
協
議
の
中
で
、

そ
の
よ
う
な
方
向
へ
行
く
と

い
う
報
告
を
受
け
た
。

　

そ
の
他
施
設
で
も
十
分
に

活
用
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が

た
く
さ
ん
あ
る
。
ゴ
カ
イ
養

殖
場
、
ア
ユ
種
苗
セ
ン
タ
ー

も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　

体
育
館
は
、
北
地
区
の
あ

っ
ぱ
れ
太
鼓
の
練
習
等
に
利

用
さ
れ
て
い
る
。

　

北
地
区
振
興
会
は
、
四
万

十
源
流
の
家
の
指
定
管
理
者

が
「
さ
さ
ゆ
り
の
会
」
と
な

っ
た
こ
と
か
ら
主
要
メ
ン
バ

ー
が
抜
け
た
と
い
う
説
明
も

あ
っ
た
。
施
設
の
利
活
用
に

は
地
域
の
活
動
が
欠
か
せ
な

い
。
北
地
区
振
興
会
に
限
ら

ず
、「
蜑
の
里
や
い
か
」に
し

て
も
少
子
高
齢
化
等
に
よ
り

地
域
の
マ
ン
パ
ワ
ー
が
不
足

を
し
て
い
る
。
今
後
、
後
継

者
を
ど
う
育
て
て
い
く
か
、

こ
う
い
う
こ
と
が
課
題
で
あ

る
。
町
行
政
と
し
て
も
、
こ

れ
ら
の
課
題
に
対
応
す
る
取

り
組
み
を
強
力
に
展
開
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

北
の
里
（
小
規
模
多
機
能

型
施
設
）
は
、
旧
大
野
見
北

小
学
校
の
校
舎
を
改
装
し
事

業
が
始
ま
っ
た
。
説
明
を
受

け
た
あ
と
、
現
地
に
赴
き
、

職
員
の
方
が
高
齢
者
の
方
々

は
全
く
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。

目
的
外
へ
の
転
用
と
廃
止
等

も
含
め
て
十
分
に
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。

　

町
有
地
の
管
理
は
、
一
部

町
有
地
に
建
っ
て
い
る
家
に

つ
い
て
は
取
り
壊
し
等
の
話

が
進
ん
で
い
る
と
報
告
を
受

け
た
。
放
置
す
る
の
で
は
な

く
、
必
ず
一
歩
で
も
前
へ
進

ん
で
、
そ
れ
を
管
理
す
る
と

い
う
姿
勢
を
持
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
指
摘
し
た
。

　

町
外
か
ら
の
通
勤
者
に
つ

い
て
は
、
新
規
採
用
者
は
全

員
が
町
内
居
住
を
し
て
い
る

と
報
告
を
受
け
た
。
そ
れ
と
、

新
規
採
用
募
集
要
項
に
、
町

内
居
住
を
し
て
く
だ
さ
い
と

明
示
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

諸
般
数
々
の
事
情
も
あ
る
が
、

可
能
な
限
り
町
内
に
住
み
、

一
緒
に
こ
の
町
の
発
展
の
た

め
尽
く
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

職
員
育
成
に
関
す
る
た
く

さ
ん
の
研
修
メ
ニ
ュ
ー
を
提

示
し
て
も
ら
っ
た
。
大
変
大

事
な
こ
と
で
あ
る
が
、
上
司

の
指
導
へ
の
取
り
組
み
が
何

よ
り
も
大
事
で
あ
る
と
考
え

る
。
課
長
、
課
長
補
佐
、
係

長
の
努
力
を
期
待
す
る
。

に
接
し
て
い
る
様
子
を
見
学

さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
現
在
の

登
録
数
は
、
ま
だ
定
員
に
達

し
て
な
い
が
、
徐
々
に
増
え

る
傾
向
に
あ
る
。
こ
の
施
設

は
北
地
区
の
地
域
の
皆
さ
ん

に
安
心
感
を
与
え
る
大
切
な

施
設
と
な
っ
て
い
る
。
今
後

と
も
に
大
切
に
育
て
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
思
う
。

　

笹
場
小
学
校
に
関
す
る
調

査
で
は
、
教
育
委
員
会
か
ら

説
明
を
受
け
た
。
笹
場
小
学

校
は
、
来
年
度
入
学
者
が
な

く
、
児
童
数
が
１
人
に
な
る

見
込
み
で
あ
る
。
教
育
委
員

会
は
地
元
と
協
議
を
行
っ
て

い
る
が
、
休
校
か
存
続
か
の

結
論
に
は
現
在
は
達
し
て
い

な
い
。
教
育
委
員
会
と
し
て

結
論
を
出
す
時
期
に
来
て
お

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

児
童
・
保
護
者
の
考
え
方
を

尊
重
し
な
が
ら
も
、
教
育
環

境
の
こ
と
を
第
一
に
考
え
、

笹
場
地
区
の
方
々
と
も
こ
の

問
題
が
円
満
に
解
決
す
る
よ

う
努
め
て
も
ら
い
た
い
。北の里を視察する教育民生

常任委員（８月29日）
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地
震
津
波
対
策
調
査

　
　

特
別
委
員
会
の
活
動
報
告

委
員
長　

中　

城　

重　

則

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
の

                          

活
動
報
告

委
員
長　

林　
　
　

勇　

作

　

８
月
20
日
の
全
員
協
議
会

で
、
町
長
か
ら
庁
舎
の
建
設

場
所
は
久
礼
中
学
校
東
側
斜

面
に
人
工
地
盤
を
整
備
す
る

方
式
で
新
庁
舎
を
建
設
し
た

い
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。
こ

れ
を
受
け
、
同
日
、
地
震
津

波
対
策
調
査
特
別
委
員
会
を

開
催
し
た
。
こ
の
会
議
で
は
、

選
択
肢
の
決
定
の
前
提
と
な

る
会
議
の
進
め
方
や
意
見
等

の
絞
り
込
み
方
な
ど
を
提
案

さ
せ
て
も
ら
っ
た
。
会
議
の

進
め
方
に
つ
い
て
は
、
過
半

数
で
決
定
し
、
そ
れ
を
議
会

の
意
思
と
す
る
と
い
う
こ
と

の
決
定
を
し
た
。
そ
の
他
の

件
は
説
明
の
み
と
し
、
次
回

に
持
ち
越
し
と
な
っ
た
。

　

８
月
28
日
の
会
議
で
は
、

３
以
上
の
意
見
等
の
絞
り
込

み
方
は
消
去
法
と
し
、
過
半

数
を
得
た
事
柄
に
決
定
を
す

る
。
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
示

し
す
る
選
択
肢
は
、
高
台
・

平
地
等
の
抽
象
的
な
も
の
で

は
な
く
具
体
的
な
場
所
を
示

　

議
会
議
員
倫
理
条
例
・
規

程
の
改
正
を
す
る
。
改
正
内

容
は
、
町
か
ら
の
補
助
等
を

受
け
る
団
体
等
に
つ
い
て
、

こ
れ
ま
で
は
「
団
体
等
の
長

若
し
く
は
役
員
若
し
く
は
こ

れ
に
準
ず
べ
き
職
に
就
任
す

る
こ
と
を
自
粛
す
る
こ
と
に

努
め
る
こ
と
」
を
「
団
体
等

の
長
に
就
任
し
て
は
な
ら
な

い
」
と
す
る
も
の
だ
。
規
程

の
改
正
は
、
団
体
等
を
定
め

る
要
綱
を
規
程
に
盛
り
込
む

も
の
だ
。

　

通
年
議
会
は
、
今
議
会
の

会
期
を
11
月
29
日
と
し
て
、

通
年
議
会
の
試
行
の
前
段
の

取
り
組
み
を
行
う
。
そ
し
て
、

12
月
議
会
に
、
来
年
１
年
間
、

試
行
を
行
う
条
例
の
改
正

（
そ
の
後
の
協
議
で
来
年
３

月
議
会
に
提
出
、
12
月
ま
で

の
試
行
に
変
更
）
を
行
う
。

問
題
が
な
け
れ
ば
、
平
成
27

年
１
月
か
ら
本
施
行
を
行
う

と
い
う
方
針
で
あ
る
。
こ
れ

ま
で
執
行
部
と
協
議
し
、
議

す
表
示
と
す
る
こ
と
、
議
会

案
と
し
て
１
つ
に
絞
り
込
む

こ
と
な
ど
が
決
定
し
た
。
そ

し
て
、
今
ま
で
協
議
に
付
さ

れ
た
庁
舎
建
設
候
補
地
の
中

か
ら
、
久
礼
中
学
校
東
側
、

町
民
ふ
れ
あ
い
公
園
周
辺
、

元
の
山
の
造
成
の
３
か
所
が

議
員
か
ら
提
案
さ
れ
会
議
を

終
え
た
。

　

９
月
５
日
に
予
定
の
会
議

で
は
、
候
補
地
を
１
つ
に
絞

り
込
み
、
決
定
を
し
た
い
と

考
え
て
い
る
（
９
月
５
日
に

決
定
）
。
し
か
し
な
が
ら
、

ま
だ
候
補
地
の
用
地
交
渉
等

は
確
定
し
た
も
の
で
は
な
い

の
で
、
あ
く
ま
で
候
補
地
案

と
い
う
こ
と
だ
。

会
の
開
催
日
は
条
例
で
は
な

く
運
用
で
い
く
こ
と
、
決
算

に
不
用
額
が
多
く
な
る
こ
と

は
や
む
を
得
な
い
こ
と
な
ど

の
意
見
交
換
を
行
い
、
お
お

む
ね
こ
の
方
針
で
い
く
確
認

を
し
た
。
今
後
、
執
行
部
と

12
月
ま
で
に
専
決
処
分
の
内

容
、
金
額
や
細
か
い
詰
め
の

部
分
を
協
議
す
る
。
会
議
規

則
や
先
例
集
の
改
正
に
つ
い

て
も
検
討
協
議
し
て
い
く
。

　

議
員
の
定
数
は
、
各
委
員

の
考
え
を
聞
い
た
。
６
名
の

委
員
中
４
名
は
「
今
の
人
を

減
ら
さ
れ
ん
、
現
在
の
12
人

で
よ
い
」
、
「
こ
れ
以
上
減

ら
さ
れ
ん
、
12
人
が
絶
対
よ

い
」
と
、
こ
れ
以
上
減
ら
す

と
各
地
域
の
声
が
行
政
に
届

き
に
く
く
な
る
と
い
う
懸
念

か
ら
、
現
在
の
12
名
体
制
を

維
持
す
べ
き
と
の
意
見
が
多

く
あ
っ
た
。
残
る
２
名
の
う

ち
１
名
は
「
住
民
の
声
と
状

況
に
よ
っ
て
は
減
ら
す
べ

き
」
、
あ
と
１
名
は
「
来
年

通年議会に向け、執行部と意見交換する
議会改革調査特別委員会（７月23日）

地震津波対策調査特別委員会
（８月20日）

の
選
挙
は
現
在
の
12
名
で
、

そ
の
次
は
検
討
す
べ
き
」
と

い
う
も
の
だ
っ
た
。

　

現
時
点
で
は
、
来
年
１
月

末
に
実
施
さ
れ
る
と
思
わ
れ

る
町
議
会
議
員
選
挙
の
定
数

は
12
名
の
ま
ま
だ
と
思
う
。

　

議
員
の
報
酬
額
は
、
町
長
、

副
町
長
、
教
育
長
と
同
じ
く

特
別
職
報
酬
審
議
会
が
答
申

す
る
。
議
員
が
ど
う
こ
う
言

う
も
の
で
は
な
い
。

　

こ
の
２
つ
の
案
件
は
、
来

年
の
新
し
い
顔
ぶ
れ
に
よ
る

議
会
で
の
検
討
課
題
と
な
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

通
年
議
会
と
議
員
報
酬

　

通
年
議
会
は
、
町
民
の
方
か
ら
「
議
員
は
え
い
こ
と
よ
、

通
年
議
会
で
会
が
増
え
る
と
、
そ
の
日
の
日
当
が
も
ら
え

る
」
と
い
う
声
を
聞
き
ま
す
。
確
か
に
昔
は
会
議
が
あ
る

度
に
手
当
が
出
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
あ
り
ま
せ
ん
。
月

に
何
回
、
会
議
が
あ
っ
て
も
支
給
さ
れ
る
月
額
報
酬
は
か

わ
り
ま
せ
ん
。
今
後
、
議
会
の
会
議
は
増
え
る
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
は
各
議
会
で
次
の
議
会
ま
で
の
「
所
管
事

務
調
査
」
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
内
容
を
決
め
て
お
か
な

い
と
会
議
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
は

住
民
生
活
の
向
上
の
た
め
の
会
議
な
ど
、
年
間
を
通
じ
て

い
つ
で
も
必
要
に
応
じ
て
会
を
も
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ち
な
み
に
現
在
の
議
員
の
月
額
報
酬
は
18
・
２
万
円
で

す
。（
議
長
25
・
４
万
円
、
副
議
長
20
・
１
万
円
、
総
務
、

産
業
建
設
、
教
育
民
生
、
広
報
の
委
員
長
19
・
１
万
円
）。

　

別
に
、
６
月
に
月
額
報
酬
の
１
・
２
か
月
分
、
12
月
に
１
．

35
か
月
分
の
そ
れ
ぞ
れ
に
15
％
加
算
し
た
ボ
ー
ナ
ス
が
あ

り
ま
す
。
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私は、 しました。賛成　反対

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名
　　審議した議案等

本
井
康
介
議
員

松
下
裕
之
議
員

林　

勇
作
議
員

山
中
英
男
議
員

柴
田
皓
司
議
員

竹
内
玉
男
議
員

永
森
敏
文
議
員

中
城
重
則
議
員

岡
伊
三
男
議
員

政
岡
博
志
議
員

可
　
　
　
　
否

非常勤の特別職の職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正
の専決処分の承認（外国語指導助手の報酬額の運用を改正するもの） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承

認

過疎地域自立促進計画の変更
（水産物加工施設建設事業等の計画を新たに加えるもの） ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可

決

久礼八幡宮修復工事請負契約の締結
（久礼八幡宮修復工事に係る請負契約を締結するもの） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

町税条例の一部改正条例
（地方税法施行令の改正等により整合性を図るもの） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

国民健康保険税条例の一部改正条例
（　　同上　　） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

固定資産税の課税免除に関する条例の一部改正条例
（過疎地域自立促進特別措置法の改正により整合性を図るもの） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

行政評価委員会条例
（町の行政評価制度における第三者機関を設置するもの） ○ ○ ○ × ○ × × ○ ○ 可

決

子ども・子育て会議設置条例
（子ども・子育て支援法の制定により設置するもの） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

上ノ加江診療所の指定管理者指定
（医療法人小谷会を指定管理者とするもの） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

一般会計補正予算（第２号）（水産加工施設などの農林水産業費
59,074千円など追加し合計6,858,992千円と定めるもの） ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 可

決

国民健康保険特別会計補正予算（第２号）（保険給付費50,000千円
など追加し合計1,187,317千円と定めるもの） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可

決

簡易水道特別会計補正予算（第２号）（事業費923千円を追加し、歳
入歳出を203,804千円と定めるもの） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可

決

住宅新築資金等貸付事業特別会計補正予算（第１号）（事業費389
千円追加し、歳入歳出それぞれ3,754千円と定めるもの） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可

決

農場集落排水事業特別会計補正予算（第１号）（事業費407千円追
加し、歳入歳出それぞれ59,537千円と定めるもの） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可

決

介護保険特別会計補正予算（第１号）（基金積立金などを追加し、歳
入歳出をそれぞれ1,146,551千円と定めるもの） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可

決

後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）
（繰越金、繰入金を調整し歳入歳出を109,502千円と定めるもの） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 可

決

町道路線の認定
（瓜生野線、萩中寺野線の路線を認定するもの） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

辺地に係る総合整備計画の変更
（大野見北地区の計画を変更するもの） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

新大野見トンネルの整備促進を求める陳情書
（新トンネルの整備を引き続き求めるもの） ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ 採

択
意
見
付

核兵器全面禁止の決断と行動を求める意見書採択を求める陳情書
（日本政府に対し核兵器全面禁止に向けての行動を求めるもの） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採

択

核兵器全面禁止の決断と行動を求める意見書（案）
（　　同上　　） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

中土佐町議会会議規則の一部改正規則（案）
（会議中の発言の訂正について規則を改正するもの） ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

中土佐町議会議員政治倫理条例の一部を改正する条例（案）（議員
は町から補助等を受ける団体等の長に就任しないことを定めるもの） ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 可

決

中土佐町議会議員政治倫理条例施行規程の一部改正規程（案）
（上記の条例改正により一部改正するもの） ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ 可

決

≪9月定例会の主な議案と議員の賛否≫
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名
　　審議した議案等

本
井
康
介
議
員

松
下
裕
之
議
員

林　

勇
作
議
員

山
中
英
男
議
員

柴
田
皓
司
議
員

竹
内
玉
男
議
員

永
森
敏
文
議
員

中
城
重
則
議
員

岡
伊
三
男
議
員

政
岡
博
志
議
員

可
　
　
　
　
否

久礼中学校東側を中土佐町役場中土佐庁舎の新庁舎建設場所の候
補地として提案する決議（案）

（久礼中学校東側を議会の候補地案とするもの）
○ ○ ○ × ○ × × ○ ○ 可

決

平成２４年度（繰）第１号津波避難タワー整備工事請負契約の締結
（津波避難タワー整備工事に係る請負契約を認めるもの） ○ ○ ○ × ○ × × ○ ○ 可

決

地域の元気臨時交付金事業町道立石線法面対策工事請負契約の締結
（町道立石線の法面対策工事に係る請負契約を認めるもの） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可

決

危険な交差点の改良・改善に関する請願書（国道と町道川崎線との
交差点の改善要請をすることを求めるもの） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採

択

○・・・賛成　　　×・・・反対　　／・・・議長　　　　

会議録が中土佐町のホームページで閲覧できます。

下記の手順でお進みください。    （http://www.town.nakatosa.lg.jp）

中土佐町
ホームページ 町　議　会 4.　会議録

※「議会だより」の紙面は、会議の内容の要旨のみを掲載しています。詳細は会議録を
ご覧ください。なお、中土佐庁舎３階議会事務局（印鑑が必要）でもご覧いただけます。

行政懇談会に361人が参加

池田町長の  行  政  報  告

池田町長

平成24年度決算状況と今後の財政見通し
　医療費の高度化等による給付費の増加と長
引く景気低迷等に伴う国保税の減収により、
一般会計から補

ほ て ん

塡をする国民健康保険会計を
除く会計で黒字決算となっている。

行政懇談会
　６月25日から７月11日までの17日間に、15
会場で合計17回開催し延べ361名が参加した。
中土佐庁舎の位置問題は、住民投票条例に対
して問題視する発言がほとんどの会場で寄せ
られ、町長と議会がよく話し合って決めるべ
きだとの意見が大多数を占めた。

超高速ブロードバンド整備
　町内全域に整備するが、町が民間事業者に
対し補助を行い、民間事業者が全ての基盤整
備とその後の運営や維持管理を行う民設民営
方式だ。

南海地震対策
　自主防災組織の組織率100％を達成するため、
自主防災結成担当者制度を開始する。また、職
員を町内各地へ割り当てる防災地域担当制も検
討をしている。避難路は、（各地区で）現在工
事中、または工事を発注する予定だ。津波避難
タワーは年度内に工事に着手する。

水産業の振興
　久礼新港に水産加工場を建設する。スラリー
アイスを活用し、高鮮度たたきを商品化するも
のだ。カツオを使った新たな加工品や町内に水
揚げされる他の魚種を使った加工品の製造がで
きる施設整備も検討している。　

ねんりんピックよさこい高知2013
　本町では黒潮町との共同開催でパークゴルフ
の交流大会を行う。全国から155名の選手が参
加し、10月27日（日）と28日（月）の２日間で
競技を行う。
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本町で第７回高幡町村議会議員研修会を開催（８月30日）

議会に対するご意見などを募集しています。
ご意見やご感想など500字以内で、郵送でご投稿ください。

〒780-1301　中土佐町久礼6602番地2　
　　　　　　  中土佐町役場議会事務局

ご投稿先

≪議長の主な活動状況（平成25年6月13日～平成25年9月30日）≫
●　６月
　１９日　　高岡郡高原畜産センター監査（庁内）
　２１日　　高岡郡高原畜産センター平成25年度通常総会（津野町）
　２２日　　平成25年度高知県警察官友の会須崎支部総会（須崎市）
　２８日　　高幡広域市町村圏事務組合事務局長との打ち合わせ（庁内）
　　〃　　　高知県町村議会議長会臨時総会（高知市）

●　７月
　　９日　　高幡広域市町村圏事務組合議会７月定例会（四万十町）　　　　　　　　　　　　　
　　〃　　　高幡消防組合第122回定例会（　　〃　　）
　１０日　　高幡東部清掃組合平成25年第１回臨時会（町内）
　１７日　　高幡東部清掃組合汚泥再生処理センター建設工事総合評価委員会に係る事前説明（庁内）
　２２日　　高幡東部清掃組合汚泥再生処理センター建設工事総合評価委員会（町内）
　２９日　　四国横断自動車道高知県建設促進期成会平成２５年度通常総会（四万十町）

●　８月
　　２日　　四国土砂防災ネットワーク議員連盟役員会及び第13回定期総会（高知市）　
　　３日　　第30回中土佐町小中学生弁論大会（町内）
　　７日　　一般国道56号バイパス建設促進期成同盟会平成25年度総会（町内）
　１８日　　平成25年度高陵消防連合演習（町内）
　２０日　　双名園園長来庁対応（庁内）
　２１日　　高幡東部清掃組合汚泥再生処理センター建設工事総合評価委員会（町内）
　２９日　　町村議会議長研修会並びに県政に対する意見交換会（高知市）
　３０日　　第20回高幡町村議会議長会臨時総会（町内）

●　９月
　１６日　　双名園敬老会（町内）　
　　〃　　　久礼中学校体育祭（町内）
　２４日　　平成25年度四国四県町村長・議長大会（高知市）
　２５日　　第４回高幡東部清掃組合協議会（町内）
　　〃　　　平成25年第２回高幡東部清掃組合議会定例会（町内）
　２６日　　第７回全国水源の里シンポジウム（大豊町）　

本町で開催された高陵消防連合演習（8月18日）

ゆとりすとパークおおとよ（大豊町）で行われた
第７回全国水源の里シンポジウム（9月26日）

歓迎の「あいさつ」をする池田町長 高幡（高岡郡・幡多郡）地区の議員が
多数参加した研修会

松崎了三先生の「地域まるごと販売術」と
題した講演

A 私たちは、こんなことをしています。
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≪各議員の出欠状況（平成25年6月13日～平成25年9月30日）≫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議　員　名
　　日付・会議等

本
井
康
介
議
員

松
下
裕
之
議
員

林　

勇
作
議
員

山
中
英
男
議
員

柴
田
皓
司
議
員

竹
内
玉
男
議
員

永
森
敏
文
議
員

中
城
重
則
議
員

岡
伊
三
男
議
員

政
岡
博
志
議
員

6月17日 総務常任委員会（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○

6月22日
第4回中土佐町議会議長杯パークゴルフ大会

（小草ふれあい公園）
○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○

6月24日 議会広報常任委員会　　　　   （中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○

6月28日 徳島県美波町議会視察来町　   （　　〃　　） ○ × ○ ○ ○

7月 8日 議会広報常任委員会　　　  　 （　　〃　　） ○ ○ ○ ○

7月23日 議会改革調査特別委員会　　   （　　〃　　） ○ ○ ○ ○ ○ ○

7月25日 高知県市町村議会議員研修会   （高知市） ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

8月 2日
総務常任委員会　　　　　　   （中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○

議会改革調査特別員会　　  　 （　　〃　　） ○ ○ ○ ○ ○ ○

8月20日

全員協議会　　　　　　　  　 （　　〃　　） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

地震津波対策調査特別委員会   （　　〃　　） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会改革調査特別委員会　　   （　　〃　　） ○ ○ ○ ○ ○ ○

総務常任委員会　　　　　　   （　　〃　　） ○ ○ ○ ○

8月28日
産業建設常任委員会　　　  　 （　　〃　　） ○ ○ ○

地震津波対策調査特別委員会   （　　〃　　） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8月29日
議会運営委員会　　　　　　   （　　〃　　） ○ ○ ○ ○ ○

教育民生常任委員会　　         （　　〃　　） ○ ○ ○

8月30日 第7回高幡町村議会議員研修会（町民交流会館他） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9月 4日
９
月
定
例
会

本会議　議案の提案理由説明ほか（中土佐庁舎） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9月 5日 〃　　一般質問ほか　 （　　〃　　） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9月11日 〃　　議案審議ほか　 （　　〃　　） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

9月13日 産業建設常任委員会    （　　〃　　） ○ ○ ○

9月25日 議会広報常任委員会    （　　〃　　） ○ ○ ○ △

9月27日 本会議　議案審議ほか （　　〃　　） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

　　　　　　　　　　　　　　　　　○・・・出席　　　△・・・一部欠席　　　×・・・欠席　　／・・・所属委員等でない者
※ここでは本会議、委員会、議会の議決による派遣、その他議長が参加・出席を要請した活動のみを掲載しています。

９月４日から11月29日までの会期で
行われている９月定例会

今号の「議会だより」の編集方針などが協議さ
れた議会広報常任委員会（９月４日）

議会運営に関する協議、調整などが行われる
全員協議会（９月４日）

Q 議員は何をしゆうが？
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伊
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男

つ
ぶ
や
き

　

本
当
に
今
年
の
夏
は
暑
か
っ
た
。
わ
が
家
の
畑
の
野

菜
も
水
が
欲
し
い
と
悲
鳴
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。
今
は
、

朝
夕
と
虫
の
音
が
聞
こ
え
心
地
よ
い
季
節
と
な
り
、
秋

の
風
物
で
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あ
る
稲
刈
り
も
終
わ
り
ま
し
た
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世
界
、
日
本
を
見
て
い
る
と
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戦
争
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原
発
事
故
、

異
常
気
象
、
天
災
な
ど
多
く
の
出
来
事
が
起
こ
っ
て
い

ま
す
。

　

わ
が
町
で
は
、
地
震
津
波
対
策
を
行
政
、
住
民
と
も

に
考
え
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
行
政
は
避
難

路
・
場
所
な
ど
を
把
握
し
、
町
民
の
み
な
さ
ん
は
、
ど

こ
に
逃
げ
る
か
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事
前
に
決
め
て
お
く
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

ま
た
最
近
、
特
に
気
に
な
る
こ
と
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地
球
温
暖
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で

す
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以
前
よ
り
世
界
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６
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図
る
べ
き
で
は

な
い
の
か
。

問

問

問

■
そ
の
後
の
対
応

　

現
在
の
と
こ
ろ
、
平

成
24
年
６
月
定
例
会
で

山
中
議
員
の
質
問
に
池

田
町
長
が
答
弁
し
た
と

お
り
陸
閘
等
の
開
閉
の

自
動
化
は
難
し
い
状
況

で
す
。

　

小
矢
井
賀
の
ラ
イ
ダ

ー
ズ
イ
ン
中
土
佐
付
近

と
小
草
の
塩
浜
の
陸
閘

は
、
枕
木
で
閉
鎖
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
陸
閘
を
常
時
閉
鎖

し
、
ス
ロ
ー
プ
等
を
使

い
海
岸
に
出
入
り
が
で

き
る
タ
イ
プ
の
も
の
に

改
良
す
る
こ
と
で
地
元

調
整
が
整
い
、
高
知
県

は
予
算
化
の
準
備
中
で

す
。

常時閉鎖される小矢井賀の浜の陸閘

県
の
指
示
で

は
、
津
波
の
襲
来
ま
で
時
間

の
あ
る
場
合
を
除
き
、
水

門
・
陸
閘
の
閉
鎖
は
行
わ
な

い
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
の

管
理
は
、
地
域
と
調
整
し
な

が
ら
、
常
時
閉
鎖
の
方
向
で

進
め
る
。
閉
鎖
し
た
陸
閘
に

は
、
階
段
を
取
り
付
け
る
等
、

対
策
を
行
う
。

上う
え
ま間
（
浜
地
区
）
の
陸

閘
付
近
は
、
住
民
の
憩
い
の

場
と
な
っ
て
い
る
。
町
独
自

に
自
動
化
も
視
野
に
入
れ
て

結
論
を
出
す
べ
き
で
な
い
か
。

陸
閘
等
の
自
動
閉

鎖
技
術
は
あ
る
が
、
電
源
と

か
、
費
用
問
題
が
あ
り
、
揺

れ
を
感
知
し
て
閉
め
る
の
は
、

本
町
で
は
厳

し
い
。
上
間

に
つ
い
て
は
、

閉
め
な
い
と

大
き
な
影
響

が
あ
る
。
今

後
の
検
討
課

題
と
し
た
い
。

山
岡
建
設
課
長

山
岡
建
設
課
長

池
田
町
長
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